


① 本文（財産目録を除く。）を自筆する。

② 遺言書の作成年月日を自筆する。
③ 氏名を自筆する。
④ 押印（認印で可）をする。
⑤ ページ数を記入する。【1ページだけなら「1／1」で可】

遺言書を書いてみましょう！

・⑴訂正した場所に押印し、適宜の場所に⑵訂正場所を明らかにし、
⑶加除、訂正等したことを付記して、⑷署名してください。

・修正液や修正テープは使用しないでください。

用紙サイズは

「A４」で。

余白や裏面には
何も書かないでね。

次ページは切り取っ
て使えるよ！

※財産目録をパソコンで作成した場合や登記事項証明書の写し、預貯金通帳の写し

等を添付する場合、そのページに署名・押印をする。

遺 言 書

遺言者大阪太郎は、私の有するすべて
の財産を、妻大阪花子（昭和○年○月○
生）に相続させる。 平成

（付言事項）
花子へ、長年連れ添ってくれて大変
感謝しています。ありがとう。

令和○○年○○月○○日
住所 大阪市○○区○○町○丁目○番○号

大 阪 太 郎

② 遺言書の作成年月日を自筆

① 遺言書の全文を自筆

③ 氏名を自筆
④ 押印

本文２行目、２字削除２字追加 大阪太郎

訂正 ⑴訂正場所に押印

1／1

訂正は？

20

余白5㎜以上

記載例

↑ ↑↑

⑵訂正 場所を明らかに ⑶訂正した旨 ⑷署名

⑤ページ数記入余白10㎜以上

5

１ 保管申請書を作成
２ 必要書類を準備

３ 来庁予約
→表紙の法務局に電話予約

又は WEBで予約

法務局 手続案内 検索

①遺言書（原本）

②保管申請書

③住民票

　本籍・筆頭者の記載が必要

④顔写真付き身分証明書

　マイナンバーカード、運転免許証等

⑤手数料３,９００円（収入印紙）

・保管申請書
・申請書記載例は
　こちら！


